
(北海道)

トドマッ採種園において,ハマキガ類の分布,被害経過,被害度の調を,薬剤防除試験なら 

びに球果についての加害虫の種類,加害期,被害状況等を調査したが,植栽全度の古いものほ 

どハマキガ類の被害は大で,年々増加している傾向がある。

球果の害虫については,今まで8種の害虫について加害期,被害特徴等を明らかにした。

(関西)

主としてマッ,スギの球果を加害する害虫を顺し,併せて薬剤防除試験を実施した。

マッ球果については,2生生球果の加害種はマッノッ、ノマダラメイガ,マツヅアカシンムシ 

が主でー左生球果には小型のマダラメイガ亜科一種の加害がきわめて多かった。

スギ球果については,山陰地方においてはスギカサガによる被害があり,そのほかシャクガ 

村,タマパ工科各一種が見出された。

薬剤散布試験は,DDTO. 05%,スミチオン0.0 5^乳剤を5〜9月に6回散布したが, 

2年生球果の被害率が無散布区で5 7〜7 3 %であるのに対し,D D T ,スミチオンそれぞれ 

5～12%, 7〜14%ときわめて顕著左効果が見られた。

L昭和44年度試験計画
各県において,林地別にまっのしんくいむし類の種類を調査するとともに,生活史の不明左 

ものについては,更に調査を継続する。

また襲剤による防除試験を昨年度の結果を参考にしながら実施する。
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2 6.採種林の施業法

1試験担当者

造林部長:加藤善忠

造林部種子研究室:浅川澄彦 ほか

土壤部土壇肥料科長:塘隆男

2試験目的

林木育種事業の進展にともない,優良個体によって造成された採種林の結実燈を増大し,夕 

ネゆ品質を向上せしめるための施業方法を確立する。

3昭和43年度の経過とえられた給果

アカマツ

所定の処理を行ない,第7回の結実調査を行左った。全般に前年度より作柄が低下したが, 

施肥区では結実母の低下はかなりくいとめられ,本数密度の低い方が単木あたりの結実キ士が 

多かった。一方無施肥は本数密度にか力、わらず作柄が著しく低下した。

スギ

これまでとほぼ同様の試験地を矢板署管内に設定し,間伐による本数密度の調査と施肥を行 

なった。

4昭和44年度試験計回
アカマツについては,1〇月上旬第8回結実調査4 5年2月施肥。

スギについては,6月上旬施肥,結実促進,1〇月上旬結実調査,11月上旬葉分析試料採 

取。


